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≪プログラム≫

第一分科会（1456教室）

14:05〜14:35

14:00

14:40〜15:10

「なぜ、いま⻄和賀町なのか〜⽣命尊重⾏政の歴史と現状〜」

「養護老人ホームと軽費老人ホームの現状と課題」

「法的社会現象と人間観についての社会学的試論

 〜阿部勤也の世間観から新⾃由主義へ〜」

閉会の辞

15:15〜15:45

（10分休憩）

15:55〜16:25

16:30〜17:00

17:05〜17:35

17:40

「医療ソーシャルワーカーにおける卒後教育の現状と課題」

「ソーシャルワーク論と人権論の近代主義的構成に内在する『排除の論理』について」

「訪ね住まう湯治場（とうじば）の人口と地域」

第二分科会（1457教室）

14:00

14:05〜14:35 「障害者のグループホームにおける現状と課題」

14:40〜15:10 「ハンセン病について伝えたいこと」

「精神障害を持つ人の就業・⽣活支援」

「重度知的障害者の⽣活の量と⽣活の質から主体的⽣活を考える

 〜⽇常⽣活での活動量を参考にして〜」

15:15〜15:45

「重度重複障害のある人の言葉の表出

  〜約2年半の記録から、筆談によるコミュニケーションの意義と課題を観る〜」

（10分休憩）

17:05 閉会の辞

15:55〜16:25

16:30〜17:00

第三分科会（1458教室）

14:00

14:05〜14:35 「ブラジルタウンの観光地化は、群馬県大泉町の地域活性化につながるのか」

14:40〜15:10 「相談援助実習で学んだこととそのグローバル化について」

15:55〜16:25 「紹介 欧州主要5カ国の家族給付についての国際⽐較」

16:30〜17:00
「若年成人在⽇中国人のエスニック・アイデンティティと社会的ネットワーク

                       〜90年代来⽇世代の子どもたち〜」

15:15〜15:45 「ソーシャルワーク実習を通して学んだバイスティックの7つの原則について」

（10分休憩）

「子どもの貧困と対策」

17:05〜17:35 「退職後のワーキングホリデー渡航に関する渡航動機の聞き取り調査報告」

17:40 閉会の辞

第四分科会（1453教室）

14:00

14:05〜14:35 「外国籍女性⽇本における家庭内暴力被害状況」

14:40〜15:10

18:00〜19:30 懇親会 （本館B１階 社会学部付属研究所）

16:30〜17:00

「⽇本社会における子をもつ夫婦の離婚に関する法制度を改革すべきか？」

17:05 閉会の辞

（10分休憩）

15:55〜16:25

「親になることをどのように考えるのか

 〜インタビューより親役割について子どもを持ちたい理由の考察〜」

15:15〜15:45

「中国におけるステップファミリーの研究

 〜⽇本の継子研究との⽐較を⽬指して〜」


